
No. 74

令和６年７月発行

下北教育事務所
油を差す 

所 長 　櫻 井 裕 輝

行います。そうすると、ほとんどの製品は、油を
差した後、動きがスムーズかつ金属音がしなくな
り、気持ちよく仕事ができるようになるのです。
また、直らない物については、速やかに修繕もし
くは廃棄・交換とし、常に最適な職場環境となる
よう心がけてきました。
　私たちには、物品の可動部分が渋くなったり、
金属が擦れる音がしたりしても、そのまま使い続
けてしまう傾向があります。実は、物品に限ら
ず、私たちの業務についても同じことがいえると
思っています。学校も行政も、過去から引き継が
れてきた業務の中には、当時のままの作業手順で
行っているものがいくつか見受けられます。おそ
らく自分が担当する期間では改善に至らず、その
まま次の人に引き継ぐということが繰り返されて
きたのではないでしょうか。油が差されなかった
物品と同じで、多少の不具合をはらんでいる業務
は少なくないと感じています。
　今、国も本県も、学校教育改革の取組を始めま
した。そもそも、改革が必要になったのは、これ
までの学校教育に複数の不具合が発生しているか
らだと考えています。したがって、改革を進める
に当たっては、そういった不具合箇所に「油を差
す」が如く機能の回復を図るとともに、必要に応
じて修繕・廃棄・交換を検討することも大切だろ
うと思っています。
　このような思いをもって、管内の市町村教育委
員会及び学校・園と連携しながら、 本県の学校
教育改革を推し進めて参りたいと考えております
ので、改めてよろしくお願いいたします。そし
て、次世代のために改革に取り組む大人たちの姿
を、下北の子供たちに見せていけたらと思ってい
ます。

　このたびの人事異動により、青森市立浪岡中学
校から下北教育事務所へ赴任しました。教育職か
ら教育事務所長への異動は、近年では異例のこと
です。自分としても全く想定していなかったとい
うのが正直なところですが、本県が教育改革に取
り組む上で、何かしらの意図があっての異動であ
ることを信じ、使命感をもって本職を務めて参り
たいと考えていますので、どうぞよろしくお願い
いたします。
　まずは、私の略歴について皆さんにお知らせし
たいと思います。私は、平成６年４月から、臨時
講師１年(青森市立浪打中学校)、教諭１１年（青
森市立甲田中学校、同 佃中学校）、研究員２年
（県総合学校教育センター)、教諭３年（青森市
立横内中学校）、指導主事７年(青森市教委指導
課、同 学務課）、教頭２年（青森市立甲田中学
校）、主任指導主事３年（県教育庁教職員課）、
校長１年（青森市立浪岡中学校）、現職と歩んで
参りました。ちなみに担当教科は中学校技術で
す。御覧のとおり、学校と行政を行ったりきたり
の人生を送っている最中です。形式上、辞職願い
を３度書いており、転職を何度かしているような
感覚があります。しかし、これにより多様な経験
をし、実に多くのことを学ぶことができたと思い
ます。そのような中で、新しい職場に赴任した際
に必ずしていることとして、「油を差す」という
のがあります。着任して早々に気付くのは、椅子
のローラーや机の引き出しや様々な扉の開閉が渋
かったり、金属が擦れる音がしていたりすること
です。そういった物品の可動部分は、潤滑するこ
とによって設計どおりの性能を発揮するので、私
は、それらが持つポテンシャルを100パーセント
発揮させるべく、油を差すなどのメンテナンスを



変えるべきは子供の行動ではなく、教師の指導や支援

　子供たちの思いを聞きな
がら、一緒に考えていくこ
との大切さを学びました。
自分のこれまでの支援を振
り返る機会になりました。

方法①QRコードから、Googleフォームで必要事項を入力・送信
方法②相談したい指導主事にメールで必要事項を送信

オンライン質問箱 ~おしえてSKJ~
早速の質問・相談ありがとうございました！！
　５月７日（火）から受付を始めています『オンライン質問箱~おしえてSKJ~』に早速の質問・相談
がありました。先生方の日々の疑問や悩みをすぐ聞ける事務所でありたいという趣旨を御理解いただ
き、ありがとうございました。申込方法等については計画訪問の際にも周知しておりますが、あらた
めてお知らせします。たくさんの御利用をお待ちしております。　

　どんなことを記録に残す
かが分かりました。子供の
視点に立ち、担任の先生と
連携して児童生徒に合った
支援をしていきたいです。

　講義・演習では、疑似体験を通
して参加者の皆様が障がいのある
子供の気持ちに思いを寄せていま
した。指導する側が関わり方を変
えることで、子供の行動が望まし
いものに変わることを実感できた
のではないでしょうか。「その行動
には必ず理由がある」という言

葉がとても印象的でした。
　また、よくない行動だけでな
く、理想的な行動がとれたときの
子供の状況を見取ることの大切さ
も分かりました。私たちの言葉が
け一つで、子供の笑顔と成長につ
ながるはずです。

令和６年度特別支援教育支援員等スキルアップ研修会

 こんな学びが
ありました。
(参加者の声)

講義・演習
　「特別支援教育の在り方と
　　　　障がい特性の理解について」
講師：青森県総合学校教育センター
　　　　特別支援教育課　
　　　　　指導主事　髙坂 正人 氏

【期日】令和６年４月２３日（火）　【場所】むつ来さまい館
【趣旨】小・中学校において、特別支援学級又は通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童
　　　生徒に対し、支援を行っている者（特別支援教育支援員）及び支援に携わる者等が、児童生徒
　　　の発達の段階や障がいの状況に対応した支援ができるよう、指導力の向上を目指すものである。

Googleフォームでの
申込みはこちらから

読み取る クリック/タップ 【必要事項】
①学校名
②申込者氏名
③質問・相談内容

　髙坂先生より、
参考資料の紹介も
ありました。ぜひ、
御活用ください。

※青森県総合学校教育
　センターのHPに掲載
　されています。

「特別支援学級・通級指導教室
の授業づくりに役立つQ&A」

「Q&Aと併せて読んでほしい資料」



令和6年度 下北教育事務所 教育課
TEL：0175-22-8581（内線番号は下記一覧）
FAX：0175-23-8609　
E-mail：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp　    

データ版を御覧の方は、
下のボタンをクリック又
はタッチ！

「教育だより」リクエスト募集
　今年度、リニューアルしてお届けする「教育だより」
では、皆様からの御意見を基に内容の充実を図りたいと
考えております。「○○の情報がほしい。」「もっと
○○にしてくれたら、読みやすい！」など、リクエスト
を募集します。ちょっとしたことでも構いません。ぜひ
御意見をお聞かせください。

QRコードを
読み込む


